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 Fig.6 に，各試験区において観察された底棲生物の出現種

数，湿重量，個体数を示す。2 ヵ年にわたって高炉水砕ス

ラグ区の底棲生物の出現種数，湿重量，個体数は，ヘドロ

よりも多く，海砂と同等以上であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.2 ₰≤₧  
 Fig.7 に閉鎖系実験におけるケイ酸塩濃度を示す。高炉水

砕スラグ区は，ヘドロよりも高いケイ酸塩の値を示した。

これは，高炉水砕スラグ中の SiO2 成分が海水へ溶解した

結果であり，SiO2 の海水への溶解量が高炉水砕スラグの方

がヘドロよりも多いものと考えられる。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.7 Time changes of SiO3-Si in seawater in black box 

 
3.3 ₰≤₧  
 Photo 2 に製鋼スラグの開放系実験の海底での外観変化

を示す。4 ヵ年の長期にわたり，製鋼スラグ表面は季節に

応じた海藻類の着生が認められた。また，実験海域がヘド

ロの堆積負荷が大きく，製鋼スラグ周辺がヘドロで覆われ

ているにもかかわらず，製鋼スラグ表面は，スラグ粒子間

の隙間が確保されていた。製鋼スラグ表面に着生した藻類

は，主にケイ藻とアオサであるが，製鋼スラグ設置海域の

周辺の海底には，大型の藻類の着生は認めらなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Photo 2 Steelmaking slag surface 
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4.3 ₰≤₧” ‗ ―”  
 高炉水砕スラグの試験区には，多くの底棲生物が観察さ

れた。底棲生物の生息量は，底質の間隙の大きさと相関が

ある 10)。高炉水砕スラグは中間粒径が 1.0～1.5mm で，か

つ角張った形状をしており，粒子間の間隙が大きい。比較

材の海砂の中間粒径が 0.5mm 程度なので，高炉水砕スラ

グの間隙が大きいことが底棲生物が多く観察されたことの

主因であると考えられる。また，底棲生物の棲息には，底

層水に酸素が十分に含まれていることも重要であり，高炉

水砕スラグが硫化水素の発生抑制効果を有することも，底

棲生物が多く観察されたことの要因と考えられる。高炉水

砕スラグは，粒子の大きさ・形状，水質改善など底棲生物

の生息にとって適した条件を有している。 
 底棲生物が多く生息することは，底棲生物による海水中

のリン酸塩や窒素の除去，ヘドロ（有機物）の分解といっ

た自然の活力を生かした水質底質改善効果も期待できる。 
4.4 ₰≤₧” ‗ ―”  
 製鋼スラグは，実海域の海底設置実験において，ヘドロ

の堆積負荷が大きく，周囲に海藻類の群落が認められない

海域において，4 ヵ年にわたり海藻類・付着動物類の着生

が継続した。ハゼ類やカニ類などの生息場としても，製鋼

スラグ試験区が継続的に利用されていた。また，NKK 技

報 No.169(2000.3)pp.24-28 で報告したように，製鋼スラグ

が含有する Fe 分によって，海水中の H2S およびリン酸塩

を吸着し水質も改善する効果や，Fe 分による海藻類の増殖

効果も期待できる。実海域実験においても，ケイ藻の増殖

速度が，天然石およびコンクリートよりも大きかった。こ

れは，製鋼スラグが付着性海藻類や付着性動物の着生基盤

として，コンクリートや天然石以上の機能を有することを

示すものと考えられる。 
 これら製鋼スラグの特性は，富栄養化が進み，海底がヘ

ドロで覆い尽くされ，透明度の小さい閉鎖性海域において，

製鋼スラグが有効な環境改善材となりうることを示すもの

である。たとえば，閉鎖性海域の海岸にうつろを作製し，

うつろ内の海域浄化を図る場合に，製鋼スラグをうつろ材

料とすることによって，天然石を用いた場合以上に，うつ

ろへの海藻類，動物類の着生が早く，うつろ内の水質浄化

が進み，さらに，うつろ内に，高炉水砕スラグを覆砂すれ

ば，うつろ内の底棲生物生息量も増加し，生物による水質

浄化機能を高める可能性もある。製鋼スラグと高炉水砕ス

ラグの組み合わせとしては，製鋼スラグを潜提材に用いて，

高炉水砕スラグによる浅場造りも可能である。この場合も，

スラグそれぞれの機能を活かし，水質浄化，藻類増殖，底

棲生物増殖に適した浅場となるものと考えられる。 
 

5. ῷ⁸‚ 
 鉄鋼スラグを組み合わせることによって沿岸海域の環境

を改善修復する技術を開発することを目的に，鉄鋼スラグ

の環境改善効果を，実海域実験による海水成分の制御機能

と生物着生の点から検討した。 
(1) 高炉水砕スラグは，硫化水素の発生抑制効果を有し，

青潮抑制のための覆砂材として有効な材料であることが示

された。 
(2) 高炉水砕スラグは，底泥以上に海水へのケイ酸塩供給

機能を有し，海藻の増殖，ケイ藻の増殖効果を有する材料

であることがわかった。将来的に，渦鞭毛藻赤潮防止のた

めのケイ藻増殖にとっても，有効な材料であることが示さ

れた。 
(3) 高炉水砕スラグ間隙には，海砂と同等以上に底棲生物

が生息し，底棲生物の生息場としての高炉水砕スラグの機

能が証明された。また，底棲生物による水質浄化機能・底

泥分解機能も期待され，ヘドロの堆積した海底における覆

砂材，浅場材，底棲生物生息場造成材として生物機能を利

用した環境改善材となり得ることがわかった。 
(4) 製鋼スラグは，付着性海藻・付着性動物の着生基盤と

しての性能を有する。特に，ヘドロが堆積し通明度の小さ

い閉鎖性海域における環境改善材として，うつろ造成材や

藻場造成材，浅場造成用潜提材として自然石やコンクリー

ト以上の機能を有することがわかった。 


